
「映画英語教育学会（ATEM）第 15回西日本支部大会」プログラム 

 

（2018年 4月 1日より学会名称が、ATEM："The Association for Teaching English through 

Multimedia"「映像メディア英語教育学会」に変わります） 

 

日時：2018年 3月 3日（土）10:00～17:20 

会場：大阪工業大学梅田キャンパス 2F 

   http://www.oit.ac.jp/rd/umeda/ 

出展：英宝社、三修社、ネリーズ、ピアソン・ジャパン、桐原書店、シードラーニング 

参加費：会員無料、非会員 500円 

共催：常翔学園 大阪工業大学 

 

9:30～【受付】 

 

9：55～10：00【開会の辞】201 & 202教室 

司会：井村誠（事務局長、大阪工業大学） 

挨拶：横山仁視（支部長、京都女子大学） 

 

10：00～11：10【企画ワークショップ】201 & 202教室 

司会：松田早恵（大会企画委員長、摂南大学） 

動画作成を取り入れた英語授業―実践報告と動画編集デモ― 

吉村征洋（摂南大学）・仁科恭徳（神戸学院大学）・桐村亮（立命館大学） 

 

11：25～12：20【研究発表・実践報告・賛助会員発表（午前の部）】 

司会：201教室 吉川裕介（近畿大学） 202教室 北本晃治（帝塚山大学） 

 

11：25～11：50 

201教室＜研究発表＞テレビドラマから考察する“please”の使用 

松井夏津紀（奈良工業高等専門学校） 

202教室＜賛助会員発表＞ 

映画についてのアカデミックな研究書を英語で読む授業について 

國友万裕（同志社大学・非） 

11：55～12：20 

201教室＜研究発表＞映画に含まれる習得すべき基本コロケーションとその性質 

古樋直己（大阪工業大学） 

202教室＜実践報告＞What would you do?: Using an American reality TV show to teach critical 

thinking in secondary and post secondary education 

Ken Wing Poon（大阪府立桜塚高等高校）・Naoko Kaneda Poon （京都女子大学・非） 

 



12：20～12：50【ランチタイム】 

12：50～13：00【支部総会】201教室 

 

13：05～14：00【研究発表・実践報告（午後の部）】 

司会：201教室 松井夏津紀（奈良工業高等専門学校）、202教室 衛藤圭一（京都外国語大学・非） 

 

13:05～13:30 

201教室＜研究発表＞英国ウェールズについての映画使用による異文化理解 

香戸美智子（京都外国語短期大学） 

202 教室＜実践報告＞映画シーンでみられる TOEIC
®高頻出定型表現の事例と、それを活用した

TOEIC
® 

Listening & Readingの指導とその成果 

蘒寛美（京都産業大学）・福井美奈子（京都産業大学） 

13：35～14：00 

201 教室＜研究発表＞洋画の台詞を用いた語句の認知的多義理解と英語教育への可能性について

―stay with ～を基に― 

松中完二（久留米工業大学） 

202教室＜実践報告＞Using authentic media to develop interactional speaking skills 

John Campbell-Larsen（京都女子大学） 

 

14:15～ 14:45【支部交流発表】 201 & 202教室 

司会：横山仁視（京都女子大学） 

映画の英語の AUTHENTICITY を検証する 9 の視点―You-Tube との比較―  

小林敏彦（小樽商科大学） 

 

14:55～16:05【シンポジウム】201 & 202教室 

司会：横山仁視（京都女子大学） 

合成音声（Text-to-Speech）・音声認識（Speech-to-Text）ソフトの英語教育への活用 

東淳一（神戸学院大学）、中西のりこ（神戸学院大学） 

 

16:15～17:15【特別講演】201 & 202教室 

司会：松田早恵（摂南大学） 

TED Talksができるまでのプロセスと英語教育への活用 

塩見佳代子（立命館大学） 

17:15～17:20【閉会の辞】201 & 202教室 

挨拶：松田早恵（摂南大学） 

 

17:50～19:30【支部交流会】Eggs’ n Things梅田茶屋町店 

https://www.eggsnthingsjapan.com/umedachayamachi 


